














































































































































































































































































































































































































































































































a10 .853 .039 .728
a14 .836 -.046 .701
a21 .818 -.150 .692
a18 .816 -.078 .673
a24 .786 -.123 .633
a23 .761 -.028 .580
a9 .750 -.152 .586
a7 .749 -.033 .563
a13 .744 -.132 .572
a4 .706 -.186 .533
a17 .696 -.252 .547
a15 .683 -.108 .478
a22 .668 -.257 .513
a3 .647 -.005 .419
a11 .647 -.348 .540
a25 .626 -.100 .402
a2 .605 -.299 .456
a5 .584 -.334 .452
a12 .565 -.111 .331
e21 -.101 .767 .598
e18 .022 .729 .533
e19 -.013 .725 .526
e26 .108 .677 .469
e22 -.227 .647 .470
e20 -.056 .603 .367
e17 -.230 .594 .405
e24 -.121 .553 .321
e5 -.122 .549 .316
e8 -.246 .542 .354
e16 -.063 .506 .259
e13 -.138 .453 .224
e1 -.173 .439 .223






















































および2因子構造において検討を行った。その結果、1因子構造( χ2=551.36; RMSEA=.08; GFI=.71; 










ネガティブ感情 .26 * .06 n.s.
悲観性 .35 ** ‐.55 ***
ポジティブ感情 ‐.33 ** .72 ***




楽観性 ‐.40 *** .55 ***
































































Aycan, Z. (2001). Expatriation: A Critical Step toward Developing Global Leaders. In M. E. Mendenhall., 
T. M. Kuhlmann., & G. K. Stahl.(Eds.) Developing Global Business Leaders: Policies, Process, and 
Innovation(pp.119-135). Westport CT: Quorum Books.
東洋 (1981). 期待: Expectation, Expectancy 下中邦彦(編) 新版心理学事典　平凡社 pp.142-143.　
Gullahorn, J. E., & Gullahorn, J. T.(1963). An Extension of the U-Curve Hypothesis. Journal of Social 
Issues, 19, 33–47.




早矢仕彩子 (1997). 外国人就学生の自己認知、自・他文化への態度が適応感に及ぼす影響. 心理学
研究, 68, 346-354.
林伸一 (2008). 外国人留学生の日本社会への適応パターンと日本語教育の課題. 大学教育, 5, 109-
119.
樋口康彦 (1997). 留学生のパーソナリティ特性が在日適応感に与える影響について：達成志向性・
調和志向性の観点から. 実験社会心理学研究, 37, 150-164.
星野命 (2010). 星野命著作集Ⅱ：異文化間教育・異文化間心理学. 北樹出版.
井上孝代・伊藤武彦 (1997). 留学生の来日一年目の文化受容態度と精神的健康. 心理学研究, 68, 
298-304.
葛文綺 (2003). 中国人留学生の適応感に影響を与える個人属性について. 学生相談研究, 23, 274-283.
川内規会 (2006). 大学生の異文化適応と心理的不安の変化に関する研究. 青森県立保健大学雑誌, 7, 
37-43.
Kim, Y. Y., & Ruben, B. D. (1988). Intercultural transformation: A systems theory. In Y. Y. Kim & W. B. 
Gudykunst (Eds.) Theories in intercultural communication(pp.299-321). Newbury Park, CA: Sage.
吉沅洪 (1999). 中国人留学生のビリーフ・システムと学習態度・意欲が異文化適応に与える影響. 
学生相談研究, 20, 9-18.
小泉令三 (1995). 中学校入学時の子供の期待・不安と適応. 教育心理学研究, 43, 58-67.
小松由美 (2012). 国費学部留学生の留学初期における期待と不安について. 東京外国語大学留学生
日本語教育センター論集, 38, 89-95.
Kosic, A. (2006). Personality and individual factors in acculturation. In D. L. Sam, & J. W. Berry (Eds.), 
The Cambridge handbook of acculturation psychology(pp.113-128). New York, NY, US: Cambridge 
University Press.
Lysgard, S. (1956). Adjustment in a foreign society: Norwegian fullbright grantees visiting the United 
States. International Science Bulletin, 7, 45-51.
宮城徹 (2005). 省察的授業計画の過程研究：REXプログラム事前研修における『異文化適応』
『オーラルコミュニケーション入門』授業と研修修了生に対するインターネットカウンセリ
ングの関連付けの試み. 東京外国語大学留学生日本語教育センター論集, 31, 125-139.
宮城徹 (2012). 国費学部進学留学生の動機づけ、異文化適応、成績等の関連について(Ⅱ). 東京外
国語大学留学生日本語教育センター論集, 38, 115-123.
文部科学省 (2013). 国際交流・協力の充実. 文部科学白書(pp.363-386). 文部科学省.





潜在可能性に関する研究. 国際ビジネス研究, 3, 173-185.
名城嗣明・石川清治・嘉数朝子 (1986) 小学校から中学校への移行期における児童の不安の縦断的
研究(Ⅰ). 琉球大学教育学部紀要 第2部, 29, 355-262.
日本学生支援機構 (2014). 私がつくる海外留学. 日本学生支援機構.
Oberg, K. (1960). Culture shock: Adjustment to new cultural environments. Practical Antholopology, 7, 
177-182. 
小川浩平 (2013). 目指すな、求めるな100%：不安と期待の程度による最適意思決定. 大学教育出版.
小川時洋・門地里絵・菊谷麻美・鈴木直人 (2000). 一般感情尺度の作成. 心理学研究, 71, 241-246.
太田浩 (2011). なぜ海外留学離れは起こっているのか. 教育と医学, 59, 68-76.
佐野秀樹 (1990). 異文化社会への適応困難度に関する研究：社会場面による分析. 行動療法研究, 16, 
27-44.
佐藤真理子 (1996). 留学生の異文化適応：基礎的諸属性との関連. 比較・国際教育, 4, 31-41.
澤田俊和・古川雅文 (1996). 中学校への環境移行における学校適応感と期待・不安・目的意識に関
する研究. 生徒指導研究, 7, 70-88.
周玉慧 (1995). 受け取ったサポートと適応に関する因果モデルの検討：在日中国系留学生を対象と
して. 心理学研究, 66, 33-40.
宋愛芬・石川利江・神庭直子・池澤沙知・渡邊皓司・渡辺真理子 (2006). 在日中国系留学生の異文
化適応におけるストレスとソーシャル・サポートに関する研究. 桜美林論集, 33, 109-117.
孫怡 (2009). 在日中国人の異文化適応：パーソナリティ特性からの影響. 人間文化創成科学論叢, 12, 
241-248.
孫怡 (2011). 在日中国人留学生の異文化適応に影響を及ぼす個人の内的資源と外的資源. パーソナリ
ティ研究, 20, 73-83.
田畑佳則・田中共子 (1991). 広島大学における留学生指導の現状と課題：留学の動機を中心にして. 
広島大学留学生センター紀要, 2, 43-63.






象に. 対人社会心理学研究, 9, 101-108.






Tetsukawa, H., Taniguchi, J., & Morishita, T. (2014). The Effect of Personal Properties to Cultural 
Maladjustment. 28th International Congress of Applied Psychology, 490.
鉃川大健・谷口淳一・森下高治 (2015). 異文化体験前の個人特性から見る異文化体験者の不適応
感：異文化不適応想定、ゆとり感、自律的留学動機の視点から. 帝塚山大学心理学部紀要, 4, 
39-49.
徳田英次 (2011) 臨床心理士試験対策心理学標準テキスト 指定大学院入試対応版 (’11～’12年版). 
秀和システム.
外山美樹 (2013). 楽観・悲観性尺度の作成ならびに信頼性・妥当性の検討. 心理学研究, 84, 256-266.
都留春夫 (1981). 不安: Anxiety　下中邦彦(編) 新版心理学事典 平凡社 pp.740.
Vanden Bos, G. R. (2013). APA心理学大辞典. 繁桝算男・四本裕子(監訳). 培風館.
Yamada, R., Thompson, H. F., & Thompson, M. (1994). Cross-cultural adjustment of American school in 
Japan: Preparing for the experience. 北海道東海大学紀要 人文社会科学系, 7, 115-129.
異文化体験前期待・不安尺度の作成と信頼性・妥当性の検討―異文化体験に対する期待と不安の
2因子構造の観点から―　　鉃川　大健・谷口　淳一・森下　高治
174
